
港

の

運

�、
ロロ

資

本

主

義

と

社

会

主

義

を

結

ぶ

道

近
代
化を
進め
る
中
閣でい
ま、
香
港｜
深
釧
を

主
舞
台に
推し
進め
ら
れ
てい
る
開
政
政
策に
批
判

が
起
きてい
る
と
と
は
前
号で
述べ
た。
社
会
主
義

中
国
と
して
は、
大
陸
全
体を
香
港に
す
る
わ
けに

はい
か
ない
の
だ。

しか
し、
中
国
は、
一
方で
は
香
港をい
ま
の
よ

うに
繁
栄
する
国
際
都
市と
し
て
確
保
し
て
お
きた

い
の
も
事実
で
あ
る。
そ
の
為に
は
香
港が
あ
ま
り

に
も
狭す
ぎる
た
め、
香
港｜
深
捌
を一
つ
に
し
て

特
別の
経
済・
行
政
区に
し
よ
う
とい
うの
が
中
国

政
府の
考え
・刀だ
と
思う。
つ
ま
り、
香
港
｜
深
釧

地区
は、
制
度
的に
は
前
者が
特
別
行
政
区、
後
民告

が
経
済
特区
とい
うζ
と
に
当
面は
落ち
着く
で
あ

ろ
う。ζ

う
し
た
万
向
付
けの
中で
予
想
さ
れ
る
問
題
点

は、
傑
捌の
香
港
化とい
うζ
と
だ。
現
実の
問
問

と
し
て、
既に・深
訓で
は
香
地ドル
の
βが
人
民
元

よ
り
も
広く
流
通
し
始め
てい
る。

水は
低
きに
流
れ
る、
とい
う
原
則が
あ
る。
深

釧の
香
港
化
は
そ
の
原
則を
示
す
もの
だ
が、
そ
の

象
徴
的な
事
象が
第二
国
境
線とつmっ
てい
い
だ
ろ

う。
従
来の
香
港、
深
釧
川の
陶
境
線
は
や
が
て
な

4、

い
に
等
し
く
な
る
で
あ
ろ
う。
そ
の
代りに
広
東
州

と
深
別
間に
設
定
さ
れ
た
第二
国
境
線に
は
屯流が

通
さ
れ、
一
般の
中
国
人
が
六
世に
深
川に
流入で

き
ない
よ
う
厳
し
く
監
視さ
れ
てい
る。

ζ
れ
は
中
国
大
陸
の
香
港
化を
防
ぐ
為に
や
む
を

得ない
措
置
なの
で
あ
ろ
う。

現
時
点で
の
深
捌
経
済
特区
の
投
下
資
本の
約
八

O
%は
香
世資
本で
あ
る。
そ
と
で、
存
港の
経
済

界は
小
同に
対
し
て
「
香
港と
深
川
を一
体
化
し
て

も
らっ
て
は
困
る」
とdロい、
同
時に
中
国
政
府も

「
深
捌
は
社
会
主
義の
シス
テム
の
上に
成
り
立っ

て
い
る
経
済
特
区
で
あ
り、
香
港と一
緒に
す
る
ζ

と
は
あ
り
え
ない」
とコ
メン
ト
し
てい
る。

ζ
う
し
た
論
理と、
深
捌
の
香
港
化が
急
速に
進

みつ
つ
あ
る
現
実
と
の
必店に
ど
う
対
処
しよ
う
と

い
うの
か。
私は、
山中
同
がい
かに
住
仰を
刈
説し

よ
うが、
現
実の
経
済の
刈に
は
勝て
ない
だ
ろ
う

と
考
え
る。
こ
う
し
た
万
向で
香
港と
深
釧
はい
ず

れ
は一
体
化
す
る
で
あ
ろ
う。

そ
う
な
る
と、
中
固に
とっ
て
は
ま
す
ま
す
有
利

な
状
況が
展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う。
出唱に
外
貨が
稼

げ
る
ば
か
り
で
なく、
小
凶
同
内で
は
不
吋
能なス

（下）
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ベ
キ
ュ
レ
｜
シ
ヨ
ン
と
か
投
機
も、

香
港
｜
深
則
を

舞
台に
行え
るか
ら
だ。
商
売上
手な
小
凶の
国
民

性
を
考
え
る
と、

乙
の
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
盛

ん
に
な
る
と
と
は
同に
見え
て
い
る
し、
現に
香
港

で
は、
諮
問
公
司や
光
大
実
業の
よ
う
な
H
赤い
商

人H
が
急成
長
してい
る。

ま
た、
中
国
銀
行と
香
港
上
海銀
行は、
か
つ
て

月とス
ッ
ポ
ン
ほど
の
差
が
あっ
た。
と
と
ろ
が
最

近は、
香
港の
・中
国
銀
行
及び
そ
の
傘
下
の
銀
行は

（
合
計
十三
行）
強
大
な
力
を
持つ
よ
うに
なっ
て

長C
九凡。H

亦い
商
人H
の
支
配

ζ
う
し
た
香
港で
H
赤い
崩
人H
H
赤い
金
融
資

本
家H
が
台
頭
してい
る
中で、
英
国の
商
社ジャ

！日アイ
ン・マ
セ
ソ
ン
が
咋
年
四
月、
そ
の
本
拠を
香

港か
らパ
ミュ
l
ダ
に
移
す
と
発
表
し
た。
時代
状

況の
変
化
を
象
徴
的に
示
す
出
米
市げで
あ
る。
今
後、

寄
港が
中
国
系の
H
い亦い
商
人u
に
よっ
て
維
持さ

れ
る
で
あ
ろ
う
と
と
の
前
兆で
は
なか
ろ
うか。
吾作

港の
資
本が
深
別
に
投
下
さ
れ
る
の
と
入
れ
瞥
りに、

中
国
側か
ら
香
港に
H
赤い
商
人H
が
流入
し、
そ

の
結
果と
し
て、
香
港｜
深
捌
の一
体
化が
さ
らに

押
し
進め
ら
れ
る
乙
とに
な
ろ
う。

ジ
ャ
1
ディ
ン・
マ
セ
ソ
ン
商
会の
撤
返
戸
明は
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英
本
国で
も
大
き
な
関心
を
集め
た。
同
社の
ケズ

ウ
イツ
ク
会
長は
戸
明
発
表に
あ
たっ
て
「
香
港に

・おい
て
将
来、
英
国の
法
律
が
通用
す
る
と
と
は
・な

く
なる
で
あ
ろ
う。
経
済
活
動が
ま
す
ま
す
や
り
に

く
く
な
る」
と
語っ
てい
る
が、
私も
そ
の
通り
だ

ろ
う
と
思
う。

同
社の
香
港
撤
退の
直接
的
理
由は、
百年の
香

港
経
済の
不
僚に
あ
る。
不
動
産が
暴
落し、
子
会

社
や
提
携会
社と
し
て
香
港ラ
ウン
ド
の
よ
う
な
不

動
産
会
社を
持っ
てい
るジ
ャ
l
デイ
ン・
マ
セ
ソ

ン
商
会
は、
対
前年
比
八
O
Mmもの
減
益を
記
録し

た。
と
れ
が
徹
退の
意
志
決
定に
大
き
く
影
響し
た

わ
け
だ
が、
皮
肉
な
乙
と
に
香
港
経
演
が
回
年
以
降、

急
速に
回復
し、
撤
退
声
明は
早
す
ぎたの
で
は
な

い
か
と
の
見
方も
あ
る。

四
年
当
時
は、
英
中
交渉の
行
方を
見
定め
る
と

と
が
ま
だ
出
来
なかっ
た。
ジ
ャ
l
デ
イ
ン・
マ
セ

ソ
ン
商
会
は
かつ
て
中
国
革
命
後の
上
海で
ひ
どい

損
失を
経
験し
て
お
り、
そ
の
悪夢を
払い
きれ
ず

に
早々
と
撤
退を
決め
て
し
まっ
たの
か
も
し
れ
な

い。
上
海で、
初め
の
うち
は
ご
方
的
な
接
収
を

し
ない」
と
発
言
し
てい
た
中
国が、
回
年、
結
局

全
面
接
収
を
敢
行し、
ジ
ャ
l
デイ
ン・
マ
セ
ソ
ン

商
会
は
予
期に
反
し
て
大
損
害
をζ
う
むっ
たの
だ

）
っ
た。

作

しか
し、
ジ
ャ
1
デイ
ン・
マ
セ
ソ
ン
閥会
は
香

商
港にい
ま
なお
多くの
子
会
社を
擁し
てい
る。
香

沼
港で
の
リス
ク
を
可
能
な
限
り
避け
る
為、
本
拠
地

動
をパ
ミュ
1
ダ
に
置
き、
香
港で
稼げ
る
だ
け
嫁ど

香
う
と
の
姿
務
を
堅
持し
てい
る。
ジ
ャ
l
ディ
ン・

マ
セ
ソ
ン
商
会に
限
ら
ず、
例
え
ば
香
港
上
海
銀
行

は、
資
金
を
ドル
建
て
に
し
て
海
外に
移
す一
β、

香
港に
巨
大
なビル
を
建
築
中だ。
ビ
ル
を
建
て
て

よ
り
積
極
的に
経
済
活
動を
展
開
しつ
つ、
万
が一

の
時の
損
失を
最
少
限K
抑
え
る
措
置を
とっ
てい

る
わ
け
だ。

香港上
海
銀
行に
対
抗し
て、
中
国
銀

行も
新
たに
土
地を
購
入
し、
香
港上
梅
銀
行
以
上

の
高
層ビ
ル
を
建
て
る
計
画
を
進め
てい
る。
ζ
の

よ
うに、
香
港の
経
済
活
動が
ζ
と
当
分
は
ま
す
ま

す
活
発
化
し
てい
る
ζ
と
は
明
白
・な
事実
だ。

そ
の一
つ
に
は、
香
港は
為
轡
管
理
が
皆
無
なの

で
為
替
売
買で
大い
に
か
せ
ぐ
ζ
と
も
で
きる
し、

や
り
方一
つ
で
は、
香
港が
中
国へ
返
還
さ
れ
る
ま

で
の
ト二
年
間の
う
ち
に
十
分、
利
益を
得る
と
と

が
で
きる
点に
あ
る。
香
港に
進
出
す
る
企
業はこ

れ
ま
で
も
経
営
を
十
年
単
位で
考
え
てい
る。

ま
た、
香
港
は
税
金
が
極
め
て
安い。
日
本の
法

人
税は
五
0
1
六
O
%で
あ
る
の
に
対
し、
香
港は

最
尚で一
八・
五
%
だ。
そ
れ
に
フ
ァ
イ
ナン
ス・

カ
ンパ
ニ
ー
とい
う
形
で、
流
動
資
金
を
集め
て
融

資す
る
会
社を
簡
単に
設
立
で
き、
し
か
も
本
拠を

外
国に
つ
くっ
て、
香
港を
支
店に
す
れ
ば
税
金
は

か
か
ら
ない
とい
う
抜
け
道も
あ
る。

将来中
国
は、

香
港の
と
う
し
たメ
97
ト
に
つ
い
て
は
十
分に
研

究
し、
H
赤い
・商
人H
に
とっ
て
もっ
と
も
有
利
な

か
た
ち
で
支
配
下に
置い
て
ゆ
く
で
あ
ろ
うと
と
は

確
実
と
恩わ
れ
る。

香
港
の
再・
植
民
地
化
と
華
僑
の
出
方

英
中
交
渉の
結
果、
香
港は
将
来、
中
国の
特
別

行
政
区
と
な
り、
そ
の
首
長は
特
別
行
政
区
長
官に

な
る。
し
か
し、
特
別
行
政
区
長
官が
自
由
な
選
挙

に
よっ
て
選ば
れ
る
とい
う
保
証は
・ない。
－な
ぜ
な

ら
ば、
中
国の
政
治
指
噂者の
選
定
は
「
選
挙ま
た

は
協議」
に
よ
る
と
さ
れ
て
お
り、
実
際は
ほ
と
ん

ど
が
事
前の
協
議で
決め
ら
れ
てい
る
か
ら
だ。

華
国
鋒が
失
脚
し、
平の
中
央
委
員に
降
絡
さ
れ

た
の
も、
北
京
政
変の
立
役
者で
あっ
た
在
東
興
が

巾
国
共
産
党
中
央

委員候
補の
末
席の
三
五
六
番
目

に一
挙に
格
下
げ
ら
れ
たの
も、
党の
政
治
的
処
間

以
外に
考え
ら
れ
ない。

「
選
挙ま
た
は
協
議」
で
決め
ら
れ
るζ
とに
な

っ
てい
る
香
港の
首
長は、
結
局は
そ
の
時の
北
京

政
府の
窓を
体
し
た
人
が
就
くと
と
に
な
る。
と
ζ

ろ
が
香
港
人の
多く
は、
北
京
政
府と
共
産
党が
敏

い
だ。
そ
の
窓味で
は、
香
港は
英
国の
随
民
地か

ら
新
たに
社
会
主
義・
中
国の
植
民
地に
な
る
の
だ

と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う。

香
港の
有
力
者
な
ら、
そ
の
経
済
力に
もの
をい

わせ
て、
海
外
逃
避も
可
能で
あ
ろ
う。
し
か
し、

多く
の
人々
は
そ
う
はい
か
ない。
結
局は、
中
国

の
拙
民
地と
なっ
た
新
生・
香
港に
い
か
に
同
化
す

る
か
を
考
え
ざ
る
を
え
まい。

香
港は
表
面上
の
繁
栄と
は
裏
腹に、
香
港ドル

が
象
徴
し
てい
る
よ
うに
カ
ン
ト
リ
ー－
リス
ク
が

非
常に
高い。

し
か
し、
香
港のG
N
P
は一
人
当
り
五
千ドル

弱、
つ
ま
り
日
本の
約
半
分だ。
国
民
生
活
は
非
常

に
盟か
に
なっ
てい
る
し、
香
港は
国
際
的
な
金
融
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セ
ン
タ
ー
で
も
あ
る。
紅の
批
外川で
も
常
時：日
千
億

米
ドル．ぐ
らい
の
金
が
動い
てい
る。
しか
も、
香

港ドル
は
非
常に
安
定し
た
通
貨と
し
て
東
南アジ

ア
で
は
高く
評
価さ
れ
てい
る。
と
と
ろ
が
肝心
の

香
港で
は、
貯
蓄は
香
港ドル
で
な
く
米ドル
あ
る

い
はボ
ン
ド
や
同で
行
わ
れ
てい
る。
香
港の
為
替

取
り
引
き
の
大
部
分
も
米
ド
ル
で
決
済
さ
れ、
国
際

的
信
用とい
う
点で
は、
香
港ドル
の
地
位
は
ま
だ

ま
だ
低い。

外
国
企
業は、
香
港の
繁
栄
も
砂上の
後
閣で
あ

る
ζ
と
を
熟知
し
て
お
り、
い
ざ
とい
う
時の
逃
げ

道は
作つ
で
あ
る。
い
わ
ば一一舶の
及び
腰
経
世で

あ
る
が、
別の
角
度か
ら
見れ
ば、
短
期
的
な
戦
略

が
練ら
れ、
十
年
単
位で
猛
烈
な
競
争が
繰
り
広
げ

ら
れ
てい
る
と
と
を
意
味し
てい
る。

深
釧
など
の
中
国の
経
済
特区
で
合
弁
会
社を
設

立
し
た
時の
法人
税は、
香
港の一
七・
五Mmrh
比

べ一
五
%
と
更に
低い。
労
賃も
香
港よ
り
安い。

従っ
て
当
然
外
国
企
業の
進
出
が
盛ん
に
な
る
は
ず

だ
が、
未だビ
ル
さ
え
も
完
全に
出
来上っ
てい
な

い
に
等しい
状
態で
あ
る。
い
ま、
深
酬で
は、
香

港
資
本以
外、
特に
日
本の
資
本
進
出
が
強く
期
待

さ
れ
てい
る。

しか
し、
円
本の
資
本は、
中
国
本
土
の
み
な
ら

ず
経
済特区に
対
す
る
進
出に
消
極
的だ。
と
れ
は、

中
国で
は
すべ
て
に、
二
重
価
格
制が
採
ら
れ、
外

国
人か
ら
は
少
し
で
も
外
貨をか
せ
ど
う
と
す
る
傾

向が
強い
と
と、
経
済
特区
で
生
産し
た
商
品
は
原

則と
し
て
愉
川せ
ね
ば
な
ら
ず
中
凶
各
地で
売
り
さ

ば
くこ
と
が
難し「・
と
と
と、
更に、
フ
ィ
フ
ティ

－
フ
イ
フ
ティ
の
出
資の
合
弁
企
業とい
っ
て
も、

中
国
側
が
提
供
す
る
経
済
特
区
の
土
地・
建
物の
評

価
額
が
傾め
て
向い
ζ
と
など
の
た
め
で
あ
る。

そ
れ
に
し
て
も、
中
岡の
経
済
特
区
が
限
り
ない

可
能
性を
秘め
てい
る
と
と
も
確か
だ。
中
国
は
西

側
資
本の
進
出
を
強
く
希
望
し
てい
る
が、
西
側
資

本は
進
出に
あ
たっ
て
の
メ
リッ
ト
と
デ
メ
リッ
ト

を
綿
密に
検
討
す
る
為、
結
果と
し
て
現
時
点で
は

護
僑
資
本の
進
出
が
目
立っ
て
い
る。
華
僑
に
は

「
落
葉
帰
根」
の
情に
よ
る
帰
巣
本
能
も
あ
る
だ
ろ

う
し、
そ
の
多く
が
反
共だ
と
はい
え、
n坂
後は
祖

国に
貢
献
し
たい
と
思
うの
も
当
然の
と
と
だ
ろ
う。

中
国
近
代
化
の
問
題
点

ソ
連
も
中
国
同
隊、
西
側の
資
本と
技
術を
経
済

特
区
方
式で
埠入
し
た
がっ
てい
る。
ソ
述の
アル

ヒ
ポ
フ
第一
副
首
相の
考
え
方は、
中
国の
郡
小
平

体
制の
指
導
者
達と
非
常に
近い。
そ
の
アル
ヒ
ポ

フ
氏が
深
釧
を
訪
問し、
情
報
を
交
換
し
たと
とに

も、
い
ま
や
何
ら
か
の
混
合
経
済
体
制
を
選
択せ
ざ

る
を
得
ない
社
会
主
義
大
国の
苦
悩と、
経
済
特
区

に
寄せ
る
大
き
な
期
待
を
見て
と
る
と
と
が
で
きよ

う。
と
の
点で
は
中ソ
の
別は
な
く、
京
欧
諸
国
も

ま
た
同
じと
と
だ
ろ
う。

経
済
特区に
対し
て
は、
社
会
主
義国
家が
揃っ

て
前
向
きに
取り
組ん
でい
る
ζ
と
は、
社
会
主
義

の一
つ
の
弱
点を
示
す
もの
だ。
中
凶
はい
ま、
社

会
匡
義
体
制の
効
。引の
．恐さ
に
気
付
き、
一
一附の
混

合
休
制
を
み
え
ざ
る
を
得
ない
と
こ
ろ
に
きてい
る。

だ
が
我々
が
忘
れ
て
は
な
ら
ない
と
と
は、
そ
の

中
国
も
国
全
体
を
資
本
主
義
化
し
よ
う
と
し
てい
る

わ
け
で
は
ない
とい
う
こ
と
だ。
そ
ん
なζ
と
を
す

れ
ば、
ζ
れ
ま
で
築い
て
き
た
社
会
主
義の
基
盤
が

一
挙に
崩
壊
し
て
し
ま
うζ
と
は
誰の
眼に
も
明ら

か
な
ζ
と
だ
ろ
う。

中
国の
経
済
開
放
政
策
は、
一
九
七
八
年
十二
月

の
三
中
総
会で
決
ま
り、
八二
年
九
川の
十二
回
党

大
会で
正
式
決
議
さ
れ
た
も
の
だ。
しか
し
そ
の
決

議
は、
中
国
全
体で
必
ず
し
も
十
分に
オ
l
ソ
ラ
イ

ズ
さ
れ
た
も
の
と
は
言
え
ない。
とい
うの
は、
郡

小
平
体
制
は
開
放
体
制を
ま
ず
山
村
部で
始
め、
か

な
りの
成
果
を
挙げ
た
反
面、
文
革
以
来の
混
乱
が

依
然
収
ま
ら
ず、
犯
罪が
続
発
す
る
都
市
部の
建
て

直
し
とい
う
緊
急
課
題
を
現
北
京
政
府が
抱え
てい

る
か
ら
だ。

去
る一
九
八
四
年
十
月の
中
国
共
産
党
第
卜二
期

三
中
総
会の
都
市
経
済に
関
す
る
決
議
は、
通
常一、

二
週
間の
討
議を
経て
決
議
さ
れ
る
の
が
普
通
なの

に
議
論
も
ほ
と
ん
ど
ない
ま
ま
に
わ
ずか一
u
で
決

め
ら
れ
てい
る。
内
容
は
画
期
的で
あ
る
に
もか
か

わ
ら
ず、
中
国の
実
情に
は、
と
れ
を
オ
l
ソ
ラ
イ

ズ
す
る
ζ
と
を
ま
だ
許さ
ない
も
の
が
あ
る
よ
う
だ。

中
国
は
と
の
ま
ま
で
は
イン
フ
レ
が
進み、
国
家

財
政
は
ま
す
ま
す
赤
字幅
を
明
大
させ
る
で
あ
ろ
う。

以
近
は
開
放
体
制に
対し
て
も、
引
き
締め
るべ
き

だ
と
す
る
批
判が
有
力に
な
りつ
つ
あ
り、
ζ
の
批

判に
対
す
る
対
応
も
今
後の
重
要課
題で
あ
ろ
う。

岡
上
は
n
本の一
卜六
倍、
人
口
も
十
倍とい
う

広
大
な
中
国、
そ
の
国が
長い
間の
古い
伝
統に
縛
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ら
れ
て
き
て
い
る
だ
け
に 、
一
挙に
近
代
化
を
計
る

の
は
難
しい 。
中
国
が
日
本
の
近
代
化
の
道に
学ぶ

べ
き
も
の
は
多い
ζ
と
と
思
う
が 、
両
者の
歴
史
的

背設に
は
線
本
的
な
相
違が
あ
る 。
日
本に
・お
い
て

は 、
明
治
維
新
あ
るい
は
戦
後の
改
革
の
中で
産
業

が
段々
な
分
野で
芽
生
え 、
活
実に
成
長
し
て
き
た 。

し
か
し 、
中
国
で
は 、
ζ
の
問 、
完
全に
停
滞
し 、

産
業が
育っ
て
ζ
な
かっ
た 。
従っ
て
中
国
の
近
代

化
は一
世
紀
単
位で
考
え
ね
ば
な
ら
ない 。

産
業
構
造
の
変
革
が
先
決

中
国
で
は
い
ま 、
日
本
製テ
レ
ビ
が
非
常に
よ
く

売
れ
て
い
る
と
い
う 。
し
か
し 、
国
民
所
得の
伸
び

と
テ
レ
ビ
の
売
れ
行
き
を
比
較
す
る
と 、
極め
て
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り 、

国
民
所
得の
伸
び
が
追い
つ

け
ない
の
が
実
情だ 。
テ
レ
ビ
の
売
れ
行
き
だ
け
が

急
附
し
て
い
る
の
は 、
中
国
人
の
急激
な
消
費
性
向

や
μ

持
金
主
義H
の一
つ
の
現
わ
れ
で
も
あ
る
だ
ろ

香港の運命（下）

•liit�{f)主主i.�：%泊r;:,l:＂河mt:i・
『会計事務所・中小
企業�＼備の資料集』

当社i立、 日本の大中小�業の’�

態調1tにI刻する符純資料弘、を刊行

しています。 ここに孝行介するのは、
昭和5!¥1� 1月以後新たに刊行され

たもの、 または改，けされたもので

す。他社の実際を、れらの純計の参
与｛こされてはいかカペ・しょうか。

ぅ 。
も
と
も
と
中
国
人
の
金
銭
感
覚
は
非
常に
敏
く 、

勘
定
高い 。
特に
南
万
系
の
中
国
人
に
と
の
傾
向
が

強い 。
テ
レ
ビ・
ブ
l

ム
も 、
ζ
う
し
た
中
関
人
の

消
費
性
向
が
不
自
然に
煽
ら
れ
た
も
の
で
あ
り 、
そ

の
ひ
ず
み
は
大
きい 。
社
会
資
本
の
充
実
と
は
無
縁

の
も
の
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う 。

近
代
化
と
は
そ
も
そ
も
自
カ
で
遂
行
すべ
き
も
の

で
あ
り 、

外
貨の
導
入
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る 。

中
国
が
保
有
す
る
外
貨
は
先
般一
七
O
億
米
ド

ル
と

さ
れ
て
い
た
が 、
輸
入
の
急
増で
ζ
の
と
と
ろ
急
速

に
減
少
し
つ
つ
あ
り 、

す
で
に一
O
O
億
米
ドル
を

割っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る 。
そ
の
外
貨
も
正
規に
貯

め
た
も
の
で
な
く 、
一
種
の
甘
え
の
構
造の
産
物
だ 。

例
え
ば
日
本
の
駐
在
員の
部
屋
代
は 、
中
国
人
－な
ら

二 、
三
元
か
ら
卜

元
の
と
と
ろ
を
六
十
1

三
百
元
も

と
ら
れ
て
い
る 。
こ
れ
は
日
本
企
業が
将
来
を
与
え

て 、
我
慢
し
て
い
る
か
ら
だ 。
中
国
の
外
貨
は
ζ
の

よ
うに
不
自
然
な
形
で
貯
め
ら
れ
た
も
の
な
の
だ 。

ま
た 、
卜

億
人
の
固
に
とっ
て
は 、
と
の
程
度
の
外

貨
は
砂
漠に
落ち
た一
滴の
水の
如
し
で
あ
る 。

開
政
経
済
を
成
功
さ
せ
る
に
は 、
向
よ
り
も
自
刈

で
社
会
資
本
を
話
相
す
る
必
袈が
あ
る 。
外
貨
は
あ

く
ま
で
そ
の
社
会
資
本
を
柿
完
す
る
も
の
に
す
ぎ
な

い 。
そ
の
為に
は
産
業構
造
を
変
革
し
な
け
れ
ば
な

Aり
也怯い 。

具
体
的に
は 、
ま
ず
出
村
人
口
を
減
ら
すと
と
だ 。

い
ま 、
中
国
の
農
村
人
口
は
約
八
億
人 。
変
革
の
鍵

を
握
る
の
は
出
村
の
若
者で
あ
る
が 、
結
局
は 、
中

国
社
会
の
民
主
化 、
つ
ま
り

共
産
党
独
裁
と
い
う
社

会
主
義
制
度
そ
の
も
の
に
若
者
が
や
が
て
立
ち
向い 、

そ
の
弊
害
を
打
破
せ
ざ
る
を
得
ない
だ
ろ
う
と 、
私

は
思
う 。

ソ
連
や
東
欧
圏に
つ
い
て
も
同
じ
ζ
と
が
言
え
る

と
思
う 。
既に
東
欧
諸
国
は
そ
う
し
た
道
を
歩み
出

し
て
い
る 。
い
ま 、
社
会
主
義
は
社
会
的 、
政
治
的 、

経
済
的に
深
刻
な
矛
盾
を
ど
う
克
服
すべ
きか
の
局

闘に
auっ
て
い
る 。
大
き
な
試
練
の
時と
言っ
て
い

い
だ
ろ
う 。

（文氏・対決鮒）

｜ 優秀人材育成のためのt社員教育とその校法l
（著者 鎌田 勝〕 A叩l・：J（削（

(I）社員教育の霊罰金 (2）教育体系の作り方

(3）社内教育4旦当者の選び方とその苛成法

(4）教育と人事管理の関連性

(5）階層別教育の具体的方法ほか

ell円相59{I'· I I J I �� 1 j· ・定価9.500円

｜ 従業員の自動中事 故 とt企業六 任60問60答l
〔著者 弁護土高瀬武通） A:;'jミl・：110J.'(
従事提員が自動車穆故を忽こしたとき、企鍵

はどの織なときにいかなる責任があるのか、

具体的に回答 解鋭

・Ill{羽1�！111二1I JI $� jj- ・定価9,800円

（社名明記）

人事考課と評 定 者 訓 練 l
13社の実伊u-

•Ill｛利59{1三5 Jj，潟w_ :i:m以・定価15,500円

｜役員の定年・交際t�・慶'I；金
保険・退任後の処遇（社名明記）｜

ー全上場I, 700社、非上場900社の実態

ell行布1:;9{f. 8 JI ,J肘レ／2測J.J.' （・定価19,500円

l；業務マニュアル全集｜
一大中小企業15ヰ土の実例
•II行手11:;91ド5川調1t_. :l@J.'（・定価15,000内

｜定年後の再雇！日・嘱託者
の賃金と諸規定 （ 社名明記） ｜ 
業種別・規模男1]216社

en！｛布1s�｛r. 3 n ,)lfft 2汲！）（・:lE価12.500円

｜役員の報酬・賞与・年収l
業種別・資本金別238社

・昭和3!JIF I Jl E潟f乙：l:l2！（・定価19司000門
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